












































































































Relationship” は ニ ュ ー ヨ ー ク の 出 版 社
PrincetonArchitecturalPress より2002年に
出版されるに至った。
　日本語版の監修と翻訳は建築家でありイン
ダストリアル・デザイナーの今竹翠である。
今竹もロウェナ・リードの教え子であった。
1962年にプラット・インスティテュートのイ
ンダストリアル・デザイン科を卒業し同大学
院に進学するかたわらゼネラル・モータース
社でパート・タイムで働いていた。リードは
自身も女性であるが，彼女はとくに女子学生
の，そして女子卒業生の産業界や大企業への
就職に力を注いだという。今竹もその恩恵を
受けた女子学生の一人であろう。リードは当
時，男性支配的社会であった業界や学会で一
目置かれる存在であり，彼女の後押しは権威
ある力であった。
　インダストリアル・デザインの黎明期とも
いえる1930年代より人材の育成に尽力し，戦
後のアメリカデザインの発展に貢献したロ
ウェナ・リード・コステロウの活動は特筆す
べきであり，彼女の考案した３次元デザイン
への基礎訓練は普遍的な力強ささえもつ。
